
る
こ
、
こ
劇
論
讃
せ
ら
れ
て
、
惑
生
ε
夫
婦
溺
居
の
場
合
ぐ
」
を
問
は

す
、
女
子
に
は
古
く
姓
あ
り
て
存
し
、
支
那
の
歳
費
以
下
五
帝
の
姓

が
其
偉
の
系
統
に
よ
り
て
名
け
ら
れ
た
る
は
明
あ
り
一
こ
謂
は
れ
、

支
那
に
は
古
く
よ
り
女
子
に
姓
あ
る
こ
言
を
謂
は
れ
居
れ
る
も
、

之
に
劉
師
培
の
説
並
に
王
業
維
が
魏
掌
文
研
究
の
結
果
罪
人
に
は

未
だ
女
姓
無
く
、
周
に
至
り
て
始
め
て
女
子
皆
姓
を
糎
せ
る
な
ら

む
ε
謂
ふ
説
あ
る
に
聴
し
て
扁
螺
辮
ぜ
ら
れ
あ
る
ざ
に
は
如
何
な

・
る
故
な
る
に
や
庫
入
画
よ
り
此
の
問
題
を
研
究
し
た
る
こ
唱
こ
な
く

從
っ
て
藪
に
述
ぶ
る
所
は
竈
も
批
評
的
意
味
に
非
す
、
唯
紹
介
に

當
り
て
聯
か
附
記
す
る
の
み
、
（
定
償
二
、
五
〇
、
長
崎
高
等
商
業
學

校
研
究
館
獲
行
）
〔
以
上
那
波
〕

⑳
大
正
七
年
度
古
蹟
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
一
班

朝
鮮
練
督
府

　
本
冊
牧
む
る
塵
、
濱
田
委
員
、
梅
凍
餅
托
提
猷
の
「
慶
倫
北
道
慶

倫
南
濫
古
墳
調
査
報
告
㌧
こ
原
田
委
員
の
博
慶
禽
北
道
慶
州
郡
内
東

灘
普
門
里
古
墳
及
慶
山
郡
清
道
郡
金
泉
郡
侮
州
部
並
慶
倫
南
道
梁

山
郡
束
葉
郡
諸
遣
蹟
調
査
報
告
書
」
ざ
の
二
階
に
し
て
、
四
六
倍
版

本
文
九
十
四
頁
、
岡
版
百
十
五
葉
よ
り
成
る
。
前
春
は
慶
爾
北
道
豊

　
　
　
策
七
巻
、
紹
　
　
介

州
に
於
い
て
農
掘
調
査
を
行
へ
る
三
個
の
古
境
、
同
高
彫
の
三
古

墳
及
び
慶
尚
南
道
昌
寧
校
主
に
於
け
る
二
基
の
境
墓
に
就
い
て
一

々
其
の
外
形
、
内
部
の
構
造
、
嚢
見
の
遣
物
の
詳
細
な
る
記
載
を

試
み
、
破
壌
せ
る
遺
蹟
を
記
録
の
上
に
復
原
す
る
、
こ
共
に
、
此
の

調
査
の
結
果
獲
た
る
潰
血
中
土
器
の
特
質
、
耳
飾
、
刀
装
具
、
帯
飾

慾
の
金
属
器
に
關
し
て
の
研
究
を
磁
し
、
ま
た
古
墳
茎
、
の
も
の
、

構
造
を
如
土
の
愚
物
の
内
容
ε
比
較
考
査
し
て
考
古
熱
地
よ
り
鶯

造
の
年
次
を
推
し
、
其
の
各
の
間
に
多
少
の
年
代
の
相
違
あ
み
べ

き
も
、
六
朝
中
期
の
加
羅
の
古
墳
，
こ
見
る
べ
き
も
の
な
り
ε
云
へ

り
。
文
中
個
々
の
遺
跡
の
記
述
に
正
確
を
期
せ
る
は
固
よ
り
、
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

耳
飾
の
條
に
於
い
て
從
來
嚢
見
の
類
似
の
諸
例
を
築
け
製
作
の
技

術
に
關
す
る
考
察
よ
の
し
て
其
の
源
流
に
及
べ
る
が
如
き
、
ま
た

是
等
古
墳
の
構
造
－
こ
内
容
遣
物
ミ
の
關
係
を
内
地
古
墳
の
示
す
虚

ε
比
較
し
て
其
の
異
同
の
依
っ
て
起
る
因
由
を
究
め
ん
、
こ
せ
る
が

如
き
、
な
ほ
此
の
類
の
注
目
す
べ
き
見
解
を
三
宝
に
示
せ
か
。
此
の

報
告
の
歴
世
に
は
愚
蒙
警
士
長
谷
部
雷
黒
氏
の
手
に
成
る
「
星
州
古

填
人
骨
調
査
」
の
｝
編
あ
り
、
其
の
第
二
號
古
墳
第
一
附
届
石
室
及

び
第
六
號
古
填
脚
土
の
入
骨
に
關
す
る
人
類
遡
上
の
調
査
の
結
果

を
細
聴
せ
り
。
而
し
て
結
論
ε
し
て
、
人
骨
の
御
霊
は
現
代
の
北
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
葡
七
　
（
四
九
九
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
紹
　
　
　
奔

地
方
人
の
特
徴
ミ
す
る
庭
に
近
き
を
云
へ
る
は
注
意
冷
惹
く
Q

　
欝
欝
委
員
の
報
告
は
其
の
題
目
に
示
せ
る
如
く
、
豊
州
外
東
面

の
積
石
塚
に
閥
す
る
調
査
を
主
ぐ
」
し
、
自
署
の
地
域
は
何
れ
も
略

報
告
に
し
て
本
文
十
六
頁
に
過
ぎ
ざ
る
が
、
其
の
積
石
塚
は
墨
術

的
に
根
本
的
調
査
を
行
へ
る
特
殊
古
習
の
海
鞘
ミ
し
て
、
ま
た
装

飾
品
勾
玉
、
帯
飾
、
耳
飾
、
銅
碗
等
の
貴
重
な
る
遺
物
を
鵠
せ
る
を

以
て
研
究
上
の
基
準
た
る
べ
く
、
本
報
告
岡
版
ε
蜀
比
し
て
愚
輩

な
が
ら
よ
く
そ
の
要
を
繋
げ
た
り
。
な
ほ
同
氏
は
揖
土
の
遣
物
の

研
究
よ
り
此
の
塚
の
年
代
を
六
朝
末
期
に
置
け
り
。
（
非
費
品
）

爾
熊
本
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

調
査
報
告
第
一
柵

　
今
吹
勘
版
せ
し
第
一
冊
は
同
士
下
に
於
い
て
最
も
有
名
な
る
玉

名
郡
江
田
の
甜
山
古
墳
の
調
査
報
告
を
主
ミ
し
、
こ
れ
に
同
じ
江

露
髄
中
小
路
の
穴
槻
音
石
室
の
小
編
を
附
載
せ
る
も
の
、
爾
者
共

に
京
都
帝
國
大
際
考
古
學
教
室
の
梅
原
末
治
氏
の
稿
す
る
塵
な
り

江
組
の
古
毅
は
前
方
後
勘
墳
に
し
て
埴
輪
及
び
石
入
あ
り
、
填
の

霊
躰
は
羨
萢
あ
る
横
口
式
石
棺
に
し
て
、
明
治
六
野
此
の
棺
内
よ

⇔
嚢
見
せ
る
零
物
に
は
玉
類
、
鏡
鑑
、
武
器
類
の
外
、
金
製
耳
飾
金

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
八
　
（
五
〇
〇
）

銅
製
冠
、
岡
沓
、
銀
象
嵌
の
銘
あ
る
太
刀
等
幾
多
の
貴
重
な
る
類
を

存
し
て
研
究
上
の
檀
値
大
な
る
も
の
あ
り
、
さ
れ
ば
從
來
其
の
遺

物
の
一
部
分
を
研
究
し
て
こ
れ
を
女
王
卑
彌
呼
の
墓
に
比
定
せ
る

學
者
す
ら
あ
の
b
本
報
告
は
此
の
遣
跡
の
歌
態
ε
遣
物
の
全
般
に

互
り
て
正
確
な
る
記
述
を
試
み
、
資
料
を
畢
界
に
提
供
す
る
ミ
共

に
如
上
の
署
し
き
遣
物
に
鋤
し
て
研
究
を
行
ひ
，
器
品
を
嚢
見
す

る
こ
ざ
多
き
南
朝
鮮
の
造
品
ε
比
較
し
て
其
の
性
質
を
考
へ
、
ま

た
象
嵌
刀
の
銘
の
予
讃
に
意
を
川
ひ
て
、
こ
れ
が
製
作
の
國
土
の

恐
ら
く
韓
土
な
る
べ
き
を
推
ゐ
、
更
に
考
古
學
上
よ
無
効
の
墳
墓

の
螢
造
年
代
を
論
じ
て
、
卑
彌
呼
代
¶
こ
す
る
の
説
を
排
し
、
各
種
の

方
面
よ
り
蹄
回
し
て
こ
れ
を
六
覇
中
期
に
置
け
る
慮
注
自
す
べ
き

も
の
あ
り
。
本
文
菊
版
五
十
六
頁
あ
り
、
囲
版
三
十
九
枚
を
添
ふ
。

（
熊
本
縣
嚢
行
、
頓
二
、
O
O
）
　
　
・

　
　
　
愚
古
墳
ご
上
代
交
化
　
　
　
　
　
高
橋
健
慮
著

　
國
史
講
習
雑
嚢
行
理
化
叢
書
の
第
九
編
唱
こ
し
て
印
行
せ
ら
れ
し

も
の
、
記
す
る
庭
我
が
上
代
古
墳
墓
の
構
造
に
鴎
す
る
綜
括
的
記

述
に
し
て
、
填
髭
、
石
金
鎚
横
穴
、
石
棺
陶
棺
稀
書
根
の
各
に
就
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
形
式
を
網
羅
し
、
其
の
相
互
の
關
係
ミ
憂
遷
を



考
察
す
る
庵
あ
り
隔
像
論
こ
し
て
如
上
の
事
實
を
強
物
亡
鋤
比
す

る
に
於
い
て
、
そ
の
閤
自
ら
我
が
上
代
外
來
文
化
ご
固
有
の
丈
化

ε
の
廣
別
の
認
め
ら
る
・
も
の
あ
り
、
ま
た
古
墳
の
分
布
よ
り
し

て
皇
威
糞
展
の
迩
を
徴
す
べ
き
も
の
あ
る
を
云
へ
り
。
本
文
四
六

版
百
三
＋
頁
の
小
冊
子
な
る
が
、
文
中
捕
む
に
多
撒
の
滲
考
圖
を

以
て
し
、
簡
潔
な
る
記
述
の
間
に
近
時
大
い
に
開
明
せ
る
斯
學
の

業
蹟
を
録
せ
る
を
以
て
、
一
護
我
が
古
墳
墓
に
關
す
る
証
確
な
る

智
識
を
得
べ
く
、
ま
た
行
間
古
境
を
通
じ
て
我
が
上
代
文
化
を
券

髭
せ
し
め
ん
ε
す
る
著
者
の
用
意
の
競
は
る
エ
も
の
あ
り
、
蓋
し

近
時
の
考
古
學
界
に
於
け
る
特
記
す
べ
き
述
作
の
唱
な
ら
む
。
た

草
其
の
用
紙
粗
悪
な
る
爲
挿
岡
多
く
明
瞭
を
訣
く
を
憾
ぐ
」
な
す
。

（
定
慣
桶
、
O
O
、
東
京
國
史
講
習
會
）
〔
梅
原
〕

第
七
谷
　
　
彙

報

彙

艮
訣
臨
・

（
國

三密演

一
定
京
都
帝
至
大
學
丈
學
逸
史
學

　
大
正
十
一
年
度
講
義
題
目

　
　
正
　
科
　
概

吏
）　

　
國
史
概
説
中
世
及
近
世
）

麺
｛
　
　
國
史
概
説
（
古
代
）

雑
修
麟
青
酢
沿
革
）

丑
欝
鼠
講
盤
鰍
靴
態

（
支
那
吏
東
洋
史
）

ntt
口特演

　
　
東
洋
史
概
親
（
古
代
）

通｛　
　
東
洋
史
概
設
（
中
世
）

　
　
東
洋
史
概
誹
（
近
世
）

　
　
支
那
の
紛
書

髪　　
丈
那
史
外
國
資
料

　
　
西
　
域
　
更

　
ρ
　
　
支
那
考
古
學

三
日
知
錐
に
就
き
て

第
三
號

．

一
五
九
　
（
五
〇
一
）

喜三今同喜三喜三
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内
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教
授

桑
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教
授

矢
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敏
授

内
藤
　
教
授
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数
授

窮
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助
数
授
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田
　
敷
授

矢内桑
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敏敦数
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